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平成 9 年度に
防災行政無線施設を整備

~老朽化の進む有線放送電話施設を廃止~

一
今
年
度
よ
り
住
民
の
情
報
連
絡
施
設
と
し
て
の
防

災
行
政

一

一無
線
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

一

一
こ
の
情
報
連
絡
施
設
は

、

町
内
全
世
帯
に
く
ま
な
く
届

く
一

一情
報
伝
達
手
段
と
し
て

、

ま
た
一
斉
か
つ
同
時
伝
達
機
能
を

一

一も
つ
情
報
伝
達ン
ス
テ
ム
と
し
て
整
備
を
図
る
も
の
で

、
親

一

一局
(役
場
)、

中
継
局
(塩
ケ
森
)
、屋
外
拡
声
子
局

(町
内
各
所

)
、
一

一
戸
別
受
信
機

(全
戸
)で
構
成
さ
れ
ま
す。

一

一
こ
の
防
災

行
政
無
線
施
設
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
の
運
用
一

一
開
始
を
め
ざ
し

、

平
常
時
に
は

、

一
般
行
政
情
報
な
ど
を

、

一

一
災害時
に
は
迅
速
な
情
報
伝
達
を
行
い
ま
す

。

一

一
一
方

、

現
在

、

運
用
し
て
お
り
ま
す
有
線
放
送
電
話
施
設
一

一
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
故
障
や
難
聴
と
い
っ
た
問
題
が
多
一

一
く
発
生
し
て
お
り
ま
す

。

そ
れ
に
加
え
、

N
T
T

電
話
等
の
一

一
普
及
に
よ
り

、

有
線
放
送
電
話
の
加
入
者
も
年
々
減
少
し
て
一

一
お
り
、
防
災
行
政
無
線
の
開
局
に
あ
わ
せ
て
、
廃
止
し
ま
す

。

一機
を
無
料
で
設
置
し
ま
す

。
戸
別

受
信
機
の
大
き
さ
は

、

ト

ラ
ン
ジ

-

ス
タ
1

ラ
ジ
オ
程
度
の
コ
ン
パ
ク

ト

な
も
の
で
す
。

電
源
は

、

常
時

家
庭
用
電
源
を
使
用
し
、
停
電
時

に
は

内

蔵
の
乾
電
池
に
自
動
的
に

切
り
換
わ
り

ま
す
。

全
世
帯
に
無
料
で
戸
別
受
信
機

防
災
行
政
無
総
施
設
は
、
不
特

定
多
数
の
人
た
ち
に

、
同

一
の
情

報
を
同

時
に
送
る
こ
と
が
で
き
る

こ

と
か
ら
同
報
無
線
と

呼
ば
れ

、

ラ
ジ
オ
放
送
と

同
じ
よ
う
に

、

電

波
に
よ
り

町
内

の
す
べ
て
の
各
家

庭
に
同
時
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

放
送
さ
れ
る
内
容
は

、

平
常
時

に
は
役
場
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」

の
行
政
連
絡
な
ど
、
ま
た
災
害
時

に
は
緊
急
連
絡
が
行
わ
れ
ま
す

。

こ
の
役
場
か
ら
の
情
報
を
受
信

す
る
た
め
、

全
世
帯
に
戸
別
受
信

塩ヶ森

万

一、

音
量
を
絞
っ
て
い
て
も

災
害
時
や
緊
急
放
送
時
に
は

、

大

音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
の
で

、

安

心
で
す
。 仁コ仁コ仁コ

場1ハA
f又戸別受信機

可ン

13岳ぞ|

設
置
場
所
に
つ
い
て
は

、

火
気

、

震
動
の
多
い
と

こ
ろ
は
避
け
て

、

設
置
し
ま

す
。

ま

た
、

電
波
の
弱
い
地
域
で
は

、

外
部
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
な
く
て

は
な
り

ま

せ
ん
。

取
り

付
け
に
あ

た
っ

て
は

役
場
の
経
費
負
担
で
工

事
を
行
い
ま
す

の
で

、

住
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す勺



別受信機P 

(強電界地域)

戸別受信機内蔵の
アンテナで受信

戸別受信機の性能

②緊急一括放送があると最大音量に
なり、ワンタッチで通常音量に戻
ります。

①分割放送が可能

(弱電界地域)

電波のやや弱い地域
を中心に軒先にダイ
ポールアンテナを設
置して受信

-砂

通常音量

③平常時は家庭用コンセントで、
停電時は内蔵電池で動作します。

鼠大音量通常音量

(弱電界地域)

特に電波の弱い地域
では、屋外に 3 素子八木
アンテナを鋼管柱
に取りつけて受信

電
波
の
弱
い
地
域
で
は

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す

。

役
場
内
に
設
置
予
定
の
親
局
か

ら

塩
ケ
森
中
継
局

(
予定
)
を
介

し
て
町
内

一
円
に
放
送
電
波
を
発

信
す
る
予
定
で
す

。

し
か
し
、
町
内

一
円
に
同
じ
出

力
で
発
信
さ
れ
ま
す
が
、
電
波
を

受
信
す
る
と
こ
ろ
の
立

地
条
件

(た
と
え
ば
、
中
継
局
か

ら

遠
く

離
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
受

信
す

る
方
向
に

山
が
あ
る
)に
よ

っ

て
、

音
声
が
よ
く
聞
こ
え
た
り

(強
電

界
)、

音
声
に
雑
音
が
混
ざ
っ

た

り
し
て
聞
き
づ
ら
い

(弱
電
界
)

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
波
の
弱
い
地
域

(
弱
電
界
)
で
は
、
よ
く
聞
こ
え

や
す
く
す
る
た
め
に
、
そ
の
程
度

に
合
わ
せ
た
空
中
線

(ア
ン
テ
ナ

)

を

立
て
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ

て

き
ま
す
。

a‘ 

有
線
放
送
電
話
施
設

の
廃
止
に
つ
い
て

昭
和
三
十
二
年
に
業
務
を
開

始
し
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
町
民
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
有
線
放
送
電

話
も
、
交
換
機
、
電
話
機
な
ど

の
老
朽
化
に
伴
い
、
故
障
や
難

聴
問
題
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
加
入
者
数
も
年
々
減

少
し
、
加
入
率
も
五
十

下
を
割

り
込
む
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

有
線
放
送
電
話
ご

利
用
者
の

方
々
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備

に
伴
い
、
平
成
十
年
度
中
に
廃
止

し
ま
す
の
で
、
防
災
行
政
無
線
へ

の
切
り
換
え
に
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



平
成
九
年
度
新
生
産
調
整
推
進
対
策

水
回
転
作
の
現
地
確
認
日
程

決
ま
る
f

・

平
成
九
年
度
新
生
産
調
整
推
進

対
策
転
作
実
施
水
田
の
現
地
確
認

を

、
日

程
表
の
と
お
り
実

施
し
ま

す
の
で

、

農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の

点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

一 .

平
成
九
年
度
新
生

産
調
整
推

進
対
策
事
業
確
認
票
を
農
事
組

合
長
又
は
区
長
に

事
前
に
配
布

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、

現
地
確

認
日
ま
で
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
て
、
転
作
田
の
見
や
す
い

と
こ
ろ
に
一
筆
ご
と
に
設
置
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い

。

二
.
転
作
実
施
水
田
の
変
更

や
、

新
た
に
転
作
を
実
施
さ
れ
る
場

合
は

、

農
事
組
合
長

(区
長
)

へ
お
申
し
出
の
う
え

、

も
れ
の

な
い
よ
う
に
変
更
又
は
追
加
し

て
、

確
認
票
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

H

七
月
二
日
制
3

四
日
働の
三
日
間H

三
.

調
整
水
田

(水
張
)
に
よ
り

転
作
を
実
施
す
る
場
合
は
、

地

番
、
減
反
面
積
を
確
認
票
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

四
永
年
性
作
物

等
で
植
栽
年
数

経
過

(果
樹
四
年
、
し
き
み
三

年
、
林
地

一
年
、
施
設

一
年
等
)

現地確認地区名

(三内地区)
問屋、日浦、音田、保免、和田丸、

惣田谷下、井内西、土谷

(J 11上地区)

三軒屋、 横灘、 西之側、 宝泉 、 猪之窪、
下海上、T!fJ中村 、東中村、 r-I二l 之 IHJ、下沖、

上砂、竹之鼻、 森、八111香、道府l、曲里

月日

7 月 2 日
(水)

(三内地区)

徳吉、目!j 之内、永野、 一ケ谷、 惣田谷 卜 、

井内中、井内上、滑川上、滑川 中、

i骨川下、相之谷
(J 1 1 土地区)

松瀬川音圧| 、添谷、 桧皮、 川筋、原、

旦之上、 ヒ古市、下古市、西古市、 天ネljl 、

市場、 高木、斎院ノ木、板戸、北八1 11昔、

7 月 3 日

(木)

に
よ
り
面
積
の
み
実
績
算
入
扱

い
と
な

っ

て
い
る
転
作
田
で

、

農
事
組
合
長

(区
長
)
へ
配
布

の
現
地
確
認
野
帳
に
転
作
定
着

ゴゴ A
~ノ 、

(三内地区)

狩場、井内下

(J 11上地区)

鳥の子、 西組、 上海上 、 原沖 、 上之町、

宮西、宮束、 小坂、下之 IIIJ、茶堂

7 月 4 日
(金)

分
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
転

作
田
に
つ
き
ま
し
て
は
、
確
認

票
を
設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
変
更
が
あ
れ
ば
農
事

組
合
長

(区
長
)
に
報
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
七
年
十

一
月

一
日

に
施
行
さ
れ
た
新
食
糧
法
に
お
い

て
、

生
産
調
整
は
、
米
の
需
給
及

び
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
の
重

要
な
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

土
品
し
た
。

米
の
潜
在
的
な
生
産
力
が
需
要

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、

米
穀
特
に
、
自

主
流
通
米
の

需
給
と
価
格
の
安
定
を
図

る
た
め

に
は
、
今
後
と
も
生
産
調
整
を
着

実
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要

で
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

な
お
、
確
認
票
の
設
置
等
に
つ

い
て
お
分
か
り
に
く
い
点
が
あ
り

ま
し
た

ら
、

a‘ 

役
場
産
業
課

2
9
6
6

・
2
2
2
2

間

内
線
@

有
線
2
1
6
1

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。



固定資産税が急に高く本ったのですが
h
f
h

私
は

、

平
成
五
年
九
月
に
住
宅
を
新
築
し
ま
し
た
が

、

圃

4

平
成
九
年
度
分
か

ら
税
額
が
急
に
高
く
な
っ
て
い
ま

d
E

司
す

。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か

。

A 
新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は

三
年
間
の
固
定
資
産
税
の

減
額
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り

、

一
定
の
要
件
に
あ

た
る
と
き
は

、
新
た
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ

た
年
度
か
ら

三
年
度
分
に
限
り

、
税
額
が
二
分

の

一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

し
た
が

っ

て
、

あ
な
た
の
場
合
は

、

平
成
六

・

七
・

八
年

度
分
に
つ
い
て
は

税
額
が
二
分
の

一
に
減
額
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
す
。

な
お
、

三
階
建
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
に
つ
い
て
は

、

一
定
の
要
件
に
あ
た
る
と
き
は

、
新

た
に
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
年
度
か

ら
五
年
度
分
に

限
り
、
税

額
が
二
分
の

一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

⑧
平
成
五
年
一
月
二日以
降

の
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、

対
象
床
面
積
は

、

一
二
0
平

方
メ
ー
ト
ル
、
そ
れ

以
前
に

建
築
さ
れ
た
も
の
は

一
0
0

平
方
メ

ー
ト
ル
が
減
額
さ
れ

る
範
囲
と
な
り
ま
す

。

者í~の住宅に討して I~

3王手闘の固定資産程の
:g，:;誓恒常Jl廷が主主「目前し

てけ事ël;.

下水道董の
テミザイン決まるf f 

“赤イト字募金"

マ
ン
ホ

ー

ル
葉
デ
ザ
イ
ン
コ

ン

ク
ー
ル
(
二
二
六
名

、

二
三
O
点

の
応
募
)
で
最
優
秀
賞
に
な
り
ま

し
た
田
井
順
子
さ
ん

(市
場
)
の

デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
し
た
下
水
道

蓋
の
デ
ザ
イ
ン
が
こ
の
ほ
ど
決
定

l
v
宇
品
1
レ
ト
~。

作品のテーマ「あたたかな大地川内」

(作品の説明)

あたたかい大地川内 IUT を後世に残せる様にと作品

中にあたたかさ 、 やさしさのイメージを込めまし

た。 図案 1:1]央には、川内 IIIJ を表す⑧マーク 。 外i!!lJ

に 川内 IU] をあたたかく見守る様に IU] 花の桜。 大地

をより固め 、 大きなiì::永を与えてくれる IUT木の くす

の木の葉。 その IlkJ には ⑧ (川内 IUT)へ戻り集う人々

を点抑l しました。 その閲りに ìj~.i.定を維持すると 言

われる石和みをイメージした黒と白を配しました。

川
内
町

の
町
花
さ
く
ら
の
花
び

ら

と
、

阿

木
く
す
の
き
の
葉

、

中

央
に
町
章
を
配
し
た
こ
の
デ
ザ
イ

ン
の
下
水
道
蓋
は
、
現
在
製
作
中

で
、
今
年
の
秋
頃
ま
で
に
は

、

み

定
で
す
。

な
さ
ん
の
前
に
お
目
見
え
す
る
予

江協力ありがとう

ございました。

皆さまからご協力いただいてお

りました赤十字募金は、

1，438 ，600円の募金が集まりました。

また、ご多忙のと ころ格別のこ

尽力を !!易りました区長 、 婦人会本

音1)役員、班長の皆さまに感謝を 101:1

し上げます。

日本赤十字社川内分区

社資募金報告

1 ，438，600円

(内訳)

一般社資 1，128 ，600 1司

法人社資 310，000円

集ま っ た募金は、 日本赤 卜字社

愛媛県支部へ送金いたしました。

総額



ごぞんじですか?
児童扶養手当ー特別児童扶養手当を f
国の手当制度は、皆さん よ く ごぞんじの 「児童手当」のほか、「児童扶養手当 J í特別児童扶養手当」などがあ

り ま す 。 手当の支給は申請主義をとっており 、 手当を受けようとする方は 、 役場福祉課へ必要書類を添えて申請

してください。 なお 、 手当支給には所得制限がありますので、 詳細については役場福祉謀 (fi966 -2222 、 内線35 )

までお問い合わせください。

児童扶養手当
口支給要件

父親と生計を同じくしていない、 次にあげる 18歳以、

下の児童を監護している母または母以外の養育者で、

国民年金、厚生年金などの公的年金を受けていない方

.支給対象児童

1 . 父母が離婚した児童

2 . 父が死亡した児童

3. 父が障害の状態にある児童

4 . 父が引き続き l 年以上遺棄している児童

5 . 父が法令により l 年以上拘禁されている児童

6. 母が婚姻によらないで懐胎した児童

(ただし、父から認知されている場合は 、 その後引

き続き l 年以上逃棄されている場合など他の要件

に該当していないと手当の対象になりません)

7. 6 に該当するかどうか明らかでない児童

口手当の請求期限

116 ;1' [1 60年 8 月 l 日 以降に手当の支給要件に該当するよう

になった方については、支給要件に該当してから 5 年間が

経過すると 、 手当の請求ができなくなります。

国民年金には
保険料の
免除制度があります

特別児童扶養手当
口支給要件

手当は、障害児の父若しくは聞がその障害児を監設

するとき、又は父母以外の者が障害児を養育するとき、

その父若しくは母又は養育者に対し支給されます。

「父又は母 一一 0 11 本|副付 に住所を省する

受給者→ 01符笹川を日自生する

L 養育者 OFI~害児と Ifil}舌 聡設生百|
(父母以外)

市!iJ.'J の~f'1 が加わる 。

0 11 本 i副j'J に住所を有する

0障害を支給半 IÉ とする年金

を受給していない。

0付日I}児 111扶養手当等の支給

に |測する法律胞行令、日IJ ~丈

島I~ 3 に定める絞j交の抑止告:の

状態にある 。

0児童初祉施設等に入所措世

されていなし、。

医療費を有効に使うために
医療費が有効に使われるかどうかは、 一人ひ

とりの心がけ次第といえます。お医者さんには、

次のことに注意しでかかりたいものです。
人生80年 H寺代 と いわれていますが、 豊かな老後の

所得保障として国民年金は欠かせません。

しかし 、 この国民年金も保険料をきちんと納めて

いなければ受けることができません。

1 家族ぐるみで健康づくり

2 早期発見・早期治療を
長い人生の間には、病気やケガ、失業などの理由

で保険料を納められないこともあります。 そのため、

国民年金には保険料を免除する制度があります。

保険料の納付が免除される期間は、免除の申請をし

た 月 の前月 からその年度の最後の月までの問で社会

保険事務所が必要と認める月までになっています。

保険料を納めることができないからとい って、未

申rJJ のまま放置しておくと 、 いざというときに年金を

受けられない場合もあります。 困 っ たときは、未納

のままにしないで、 役場年金係にご相談ください。

3 重複受診はやめよう

4 診療時間内に受診を

5 薬ねだりはやめよう



食中毒から
家族を守る

。の
添イ~~

今年も |暖かくな るにつれ 、 0157

がうごめき始めそうな気配です 。

「き れい」な キ ッチンが l ì青潔」で

あるとは限りません 。 自には見え

ない食中毒菌がひそんでいるかも

しれません。

~毎 日の買い物からあと 片づけまで~

食事の過税の衛生について正 し

い知識を身につけ、チェックをし

てみ ましょう 。

⑧ 食べ物 を 買 う とき
0 鮮度、消費期限を確認しま

しょう 。

o 買い物後は早く帰宅。

⑧食べ物 を保存す る と き
o 冷蔵庫は iJi，t度管理 ( 10'(以下)

に注意し、詰め過ぎない。

o 冷蔵庫を過信せず早めに使

いきる 。

⑧調理の下準備をするとき
o何はともあれ、手を洗う 。

0 生野菜は流水て、丁寧に洗う。

o まな板、包丁は洗剤と流水

でよく洗い、熱湯で、殺菌する。

⑥調理をするとき
o 肉や魚、を触っ たり 、 その↑也

汚れたらこまめに手を洗う 。

0 710熱は食品の中心部まで十

分火を通す。

(5)食事をするとき
o 食卓につく前に手を洗う 。

o調理ができあがったらすぐ

食べる 。

⑥残った食品の取 り 扱い
o はやく冷るよう小さい容器

で冷蔵保存し、早めに食べる。

o 温め直しは、卜分に火を ìmす。

基本健診 ー女性健診
結核レントゲン検診
肺がん検診回糧決まる f
今年も夏の健診がはじまります。 年に l 度の健康診断です。

自分の“から だ"をチェック してみましょう 。

jヲ lヨ Hl~ 日 地 区

7 月 1 EI (火 ) 井 内

7 月 2 1::1 (水 ) 河之内

7 月 3 日(木) 則 之内東

7 月 4 EI (金) 則 之内西

i'~- )11 

7 月 7 EI (月)
土 '日口 一

7 月 8 日 (火) 奥松山! 川

7 月 9 日(水) 北 方東

7 月 10 日 (木) 北 方西

7 月 14 日 ( 月 ) 南方東

7 月 15 日 (火) 南方 Tm

横 i~!fí.団 地
7 月 16 日(水)

前松瀬 川

7 月 17 日 (木 ) I゚T 西

7 月 18 日 (金) 四T 東

8 月 28 日(木) 未受診者

場 所ー 受付時間

チ |二 内 公民館 午後 2 :00 ~ 7:00 

河之内公民 Íi'i~ 午後 2:00~7 : 00 

永野集 会所 午後 2:00~ 7:00 

則之内西公民館 とF後 2 : 00 ~7 : 00

滑-) 1 1 生活改善センター 午後 2 :00~4 : 00 

土谷公民館 午後 5:00~7:00 

奥松瀬 川 公民自'I~i 午後 4 :00 ~7 : 00 

北 方公民館 !:f後: 2:00~7:00 

西中 村 集会所 午後 2 :00~ 7 : 00 

南方東公民館 午後 2 : 00~ 7:00 

=1ゴ 久集 会所 午後 2 :00~ 7:00 ロ

横灘団地公民館 午後 1 : 00 ~3 : 00 

前松細 川 公民館 午後 3 : 30~ 7 : 00 

健康センター 午後 2 :00 ~7:00 

健康センター 午後 2 : 00~7 : 00 

健康センタ ー 午後 2:00~7:00 

* 健診料は無料です。

* 申し込みをしていない方でも受診

できます。 また、自分の住んでい

る地区以外でも受診できます。

問い合わせ先 川内町健康センター

ft966-2191 

有線 5833



力メラレポート

• 

さっき花季展入賞者
戸員U可 名 氏 名

IIIJ 長 賞 J¥ 木 1青 見

文 化協 会長賞 高須賀 仔ιc足!t

百義 長 賞 高須賀 r疋ムー. 輝

教 =同とて 長 A貝μ， 渡 音日 展 久

商工会長賞 ノ居¥ 文 男

12L 22 長 ，声差tL- 桑 原 J¥ 自 1\
ノ3工、L 賞 白 石 ノlIdIじi"í、 男

銀 A員u. -日E• 正

銅 A員u. 逸 見 手

努 力 賞 高須賀 得， 乎

管 理 賞 高 木 守

アイデイア賞 菅- 芳 子

苦労したで賞 1民dτ 里子 ぺi ふ1:1、 俊

来年も頑張りま賞 渡 部 ハスエ

4 多家楽市
5 月 25日、中央公民館前広場で、商工まつり「多

家楽市」が開催されました。

町内企業の製品 、 商品のほか、 婦人会のボカシや老

人クラブの竹ボウキ、お餅など盛りだくさんの品が

即売され、大勢の人でにぎわいました。

また、近隣市町村の特産品コーナーや特設ステー

ジでの楽しいゲームなどもあり 、 子どもから大人ま

で楽しんでいました。

企第21 固さ っ き 花季展
5 月 30 日から 6 月 1 日ま での 3 日間、中央公民館大

ホールでさっき花季展が行われました。

今年の競技苗は「寿光の誉j で、入賞者の方々は、

左記のとおりです。

4 いきいき健康ウオ ー ク
6 月 l 日、いきいき健康 ウオークが井内で行われま

した 。 出発にさきだち、役場駐車場で、愛媛県健康指

導センタ一運動指導係長の浅!日子さんより、ウ ォ ーキン

グの効用、正 しい歩き方などを指導いただきました 。

参加者75名は、パスで井内の大平までゆき、そこから

約 6 km下の西谷小学校まで、 棚田のみごとな井内の風

景を満喫しながらウォーキングを楽しみま し た 。



力メラレポート

井内お田植え祭惨
6 月 1 I三| 、 升ニ 内大平でお 田植え祭が行われ

ました。

今年は、ボーイスカウ ト ら 約20名が参加 し

て 、 手植えによる田植えにチャレンジしまし

防災パトロール 砂
6 月 5 日、水防関係者によ る防災パ トロ ー ル

が行われました。

これか ら迎える梅雨 ・ 台風シーズンに 1m) えて、

lur内各所の災害危険箇所を見てまわりました。

水 日| の rlJ で、lIli んで泥だ らけになる子もいましたが、

なんとか無事に田植えを終えました。

田植えの後は、大平集会所でソーメン流しをみんな

で楽しみました。

4 人工呼吸法講習会
6 月 12 日、川 t幼稚園で人工呼吸法講習会が開

催されまし た。

水のシーズンを j旦え、水の事故に備えるため、

園児をもっ保護者が集まり 、 東温消防署の救急隊

員から救急処置の方法を学びました。

[;j\\・義のあと は、人工|呼吸法や心臓マッサージを

実際にダミー(人形)を使って練習しました。
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六
月
十
日

、

三
恵
ホ
1

ム
で
精
巧
な
鉄

一

道
模
型
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

一

披
露
し
た
の
は

、

同
ホ
ー

ム
に
入
所
し

一

て
い
た
宇

佐
美
孝
治
さ
ん
(
平
成
六
年
に

一

同
ホ
l

ム
で
亡
く
な
っ
た
)
の
兄
夫
婦
の

一

宇
佐
美
和
雄
さ
ん
と
妻
洋
子
さ
ん
。

一一-
u
一

→u
-一一 一

三
恵
ホ
l

ム
で

鉄
道
模
型
を
披
露

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し

て
い
ま

す
。

「
こ
の
人
」
「
満一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

孝
治
さ
ん
が
同
ホ
l

ム
か
ら
実
家
に

戻
っ
た
時
に

、
兄
の
和
雄
さ
ん
が
製
作

し

て
い
た
鉄
道
模
型
を
見
て

、

「
一
度

三
恵
ホ
l

ム
で
走
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

願
い

、

兄
の
和
雄
さ
ん
も

「
必ず
行
く
」

と
約
束
し
た
こ
と
で

、

こ
の
日
の
披
露

が
実
現
し
ま

し
た
。

孝
治
さ
ん
は

、

が
ん
再
発
の
た
め
他

界
し
ま

し
た
が

、

ホ
ー

ム
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
お
う
と

、
和
雄
さ
ん
夫
婦

は
、

精
巧
に
作
ら
れ
た
都
市
の
中
を
走

る
鉄
道
模
型
と

、
触
っ

て
遊
べ
る
鉄
道

模
型
を
用
意
し

、

入
所
者
の
方
に
楽
し

ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

ま
た

、
こ

の
日

は
、

入
所
者
だ
け
で

な
く
、

川
内
保
育
園
の
園

児
や
川
上
小

学
校
、
西
川〈口
小
学
校
の
児
童
も
招
か
れ

、

入
所
者
と

い
っ
し
ょ
に
本
物
そ
っ
く
り

の
鉄
道
模
型
を
楽
し
み
ま
し
た

。

宇
佐
美
さ
ん
は

、

こ
の

他
、

ニ
カ
を
演
奏
し

、

園
児
や
入
所
者
の
方

か
ら

、

万
雷
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し

J¥ 

モ

た
。

B
9
6
6

・
2
2

2
2

(代
)

有
線
2

1
1
1

一
活
動
が
、

一
町
商
工
会
婦
人
部
合
同

で
行
わ
れ
ま

し

た
。

一
参
加
し

た

約
二
十
名
は

、

分
か
れ

て
道

一
路
沿

、

高
速
バ
ス
停
附
近
、
地

下
道
の
ご

一み
拾
い
を
実
施
。

ま
た
た
く

ま

に
ご
み
袋

一が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

、

参
加
者
は

、

ご
み

一
の
投
げ
捨
て
の
多
さ
に
閉
口
し
て
い
ま
し

一た
。

川
内
イ
ン
タ
ー
附
近
の

清
掃
活
動

六
月

十
日
、

川
内
イ
ン
タ

ー
附
近

の
清
掃

た
ば
こ
販
売
協
同
組

合
と
川
内

表
川
吟
社
五
月
例
会

一
区
初
h
，，

終
へ
し

農
事
や
柏
餅

?も
樋， 川
ロ

明
谷
選

史
子

〉反
吾戸

栄
樹

お
見
舞
や
普
識
に
カ
ト

レ
ア

震
み
草

詐
が
為
の
粧
ひ
な
ら
む
白

上
布

速
さ
日
の
と
き

め

き
に
似
て

蛍
の

夜

法
螺
目
ハ
は
叔
父の
形

見
よ
山
間
・5

な
す
こ
と
の
す
べ
て
哀
白
や
梅
雨
に
入
る

茅
茸
さ
の

苔
む
す

小
屋
や
牡
丹
国

戎
ムじ
月己

。

グ

喜

大
下

典
子

区

}l?f 

美
岬

渡
部
て
る
み

』F」
噛2
7
fJ

4
n
th
v
W3
 

美
代

待
ち
合
は
す
場
所
に
見
覚

へ
あ
る
日
傘
宇
和
川
悠
起

鰹
食
ぶ

こ
こ
は
四
回
路
土
佐
の
宿

麦

秋
や
郷
愁
強
さ

煙
り
の
香

新
緑
や
山
万
の
庇
の
遊
歩
道

繋
さ
た

る

手
は

離
さ
ず
よ

蛍
狩

4員
pユ、

寺t

世
津

佐
伯

芳
l
T

宮
崎

越
E各

;也
)11 

j凋

谷

婦
人
会
活
動
情
報

V
桜
学
級

(人
権
学
習
)
A

7

月
6

日

(日
)
午
後
i

時
中
央
公
民
館

3

階

佐
川
敬
先
生
を
お
迎
え
し
て
諮

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
て
も
感
動
的
な
お
話
が
拝
胞
で
き
る
と
思
い
ま
す

。

ど
な
た
で
も

、

多
数
こ
参
加
く
だ
さ
い

。

V
会
員
研
修
旅
行
(山
陰
方
面
)
A

7

月
日
日

(日
)
6

時
ぬ
分
中
央
公
民
館
集
合

有
意
義
な
1

日
に

し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

天
気
に
な
t

れ
。

V
ポ
カ
シ
づ
く

り

A

7

月
幻
自

(日
)
午
後
7

時
お
分

ボ
カ
シ

の
作
り
や
す
い
季
節
で
す
。

お
さ
そ
い
合
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

べ
つ
ぴ
ん
し
ゃ

ん

(入
浴
剤
)
及
び
病
気
や

虫
予
防
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。



TOWNTOPIC. 

さん

(市場)

PERSON 

田井順子満

一1

7E
石
町
吹
川
一

「
花
び
ら
の
部
分
に
は
、
雨
の

日
に
人
や
自
転
車
、
、
ハ
イ
ク
な
ど

が
す
ぺ
ら
な
い
よ
う
に
網
目
を
入

れ
ま
し
た

。

」
と
下
水
道
葦
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
た
時
、

工
夫
し
た
点

を
お
だ
や
か
な
口
調
で
語
る
田
井

田
井
さ
ん
は
、

十
年
前
、

結
婚
と
同
時
に
松
山
か
ら
川

て
の
印
象
は
、

内
へ
来
ま
し
た

。「
松山
に
な
い

川
内

に
来

自
然
や
人
情

味
が
あ
り

、

さ
ん
。

ん
だ
か
忘
れ
か
け
た
も
の
を

思
い
出
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」

_, ( 7 月 3 日生)
わが家のやんちゃ坊主 !! 

たくましく育ってね

(父 ・ 母より)

広1 河
l量判 里子

:::1:::ｭ

村

か
ず
き一

輝
く
ん

感
じ
が
す
る
と
い

、

f

、

-

O

U

斗
→d
」9

川
柳
も
づ
く
吟
社
五
月
例
会

新
築
に
越
し
て

一
番
風
呂
に
入
る

な

「
そ
の
柔
和
な
川
内
の
イ
メ
ー
ジ
を
デ

ザ
イ
ン
に
出
せ
れ
ば
」
と
思
い
、
応
募
し

た
デ
ザ
イ
ン
が
最
優
秀
賞
に
み
ご
と
輝
き

中
十
し
れ
~。

お
琴
、
書
道
に
は
じ
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン

も
操
る
と
て
も
古
風
で
、
と
て
も
活
動
的

な
女
性
で
し
た
。

た
く
み

拓
己
く
ん

道
聞
け
‘
ば
土
く
れ
の
子
が
指
を
さ
す

母
さ
ん
の
顔
描
い
た
の
よ
水
彩
画

水
兵司
を
氷
が
消
し
た
束
の
滝

土
と
遊
ぶ
幸
せ
を
知
る
鍬
を
振
る

水
泳
の
コ
ツ
は

教
え
ぬ
浮
袋

新
米
の
マ
マ
は
に
か
ん
で
飲
ま
す
乳

窓
際
は
新
人
に
ま
で

気

を
つ
か
い

神
棚
へ
新
卒
の
キ
イ
が
供
え
ら
れ

喜
撰
亭

都
築
受
賞
子

山
本
ひ
ろ
志

平
岡

佐
ヤ
木
胡
舟

山

本
片
岡

篠
木
林
美
登
里

田
中

高
岡

高一

瀬
喜
撰
え
丁

七
月
例
会
御
案
内

日
時

七
月
五
日

(土
)
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

心の豊かな子になってね 。
(父 . ./ヨーより)

桐 同
凶 J毎
穂ほは|
乃の
花か
ち
ゃ

ん

( 7 月 13 1:1 生)

( 7 月 12 日生)

場
所

中
央
公
民
館
三
階

兼
題

笹
・
蛙
パ
ラ
ソ
ル

(
日
傘
)

明るく元気に育ってね

(父・母より )

~
日
山
間
凶

ふ
み
や

史
弥
く
ん

( 7 月 30 日 生)

心もか らだも大きくなーれ f

(父 ・ 母より) 選
深
舟

比じ
ι'" 
f】、

コデ要

" I一
元王

峯

」たじ
匂宅/

九二

J由
I.¥tlL 



イプブガメ/ジョブ

国
交
通
遺
児
育
英
会

園
奨
学
生
募
集

側
交
通
遺
児
育
英
金
は
、
平

成
9

年
度
の
奨
学
生
の
募
集
と
平

成
山
年
度
の
奨
学
生
の
予
約
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す

。

口
応
募
資
格

保
護
者
等
が
自
動
車
事
故
や

踏
切
事
故
な
ど

、

道
路
に
お
け

る
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り

、

重
い
後
遺
障
害
の
た
め
働
け

ず
、
経
済
的
に
修
学
が
困
難
な

生
徒

・

学
生
で
あ
る
こ
と
。

口
問
い
合
わ
せ
先

出
願
に
必
要
な
書
類
は
、
各

学
校

・

大
学
に
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
学
校

・

大
学
の
奨
学

金
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

-
放
送
大
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
文
部
省

郵
政
省
所
管
の
特
殊
法
人
で

4

年
制
の
正
規
の
大
学
で
す
。

現

在
、
全
国
で
6

万
8

千
人

、

愛

媛
県
で
も
7
5

0

人
の
方
々
が

学
習
さ
れ
て
い
ま
す
。

口口
平平 授 科選 募
成成 業 目科 集
10 ~ 期 j覆履 学
年年 間 修修 生
3 10 生生
月月 ~ ~ 
31 1 半 1
日日 年年

(火) (水) ??
まか 7 7 

でら ~ ~ 

一一 一一 口
1 1 t受科選 I À I 学
単 同制 目科 ド引 費
位 ドド21_ 1 履履ほ主|
あ」ー」修修」ー」

た 生生
り
4 
千
円

4 6 
千千
円円

口
平平 出
成成 願
9 9 受
年年 付
8 7 
月月
15 15 
日日

(金) (火)
まか
でら

口
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は

、

干
7
9
0

松
山

市
文
京
町
3

愛
媛
大
学
内

愛
媛
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー

(2
9
2
3

・
8
5
4
4

)

園
山
火
事
予
防
の
ポ
ス
タ
ー

園
原
画
及
び
標
語
募
集

口
応
募
資
格

中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
生
徒

並
び
に

一
般
の
方
(

一
般
の
方

は
標
語
の
み
)

口
募
集
期
間

平
成
9

年
9

月
日
日
ま
で

，-，口
O 順| 作

B 用 団H 成
3 紙 L___j 要
半IJ 領
で な
タ ど
ア

長
使

O
色
彩
な
ど

く

y

L
H

ノ
ン

」
A
市
古
川.

・
叫
川市
古
叱

パ
ス
な
ど
自
由

ク
レ
ヨ
ン
、

O
文
字

原
画
に
は
山
火
事
予
防
の
5

文
字
を
必
ず
入
れ

、

そ
の

他

の
文
字
入
れ
な
い
。

同
国山

火
事
予
防
の
趣
旨
、
目
的

に
合
っ
た
標
語
で
、
山

火
事

の
恐
ろ
し
さ
や
そ
の
予
防
及

び
森
林
資
源
の
確
保
等
を
呼

び
か
け
る
も
の
。

口
2 は 問
2 _._応 い
2 1又菓 合

2 場ブ7 わ
内崖法 せ
線莱な 先
46 斐主
有 守 で
稲t 6 い
2 6 こ
1 ・ と

6

1

)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

園
漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ

園
作
品
募
集

で
3
u-N
守
工
一
欝

4

0
Lトい
い一

三
戸J
1
1
j

i

'
九一昨
思
議
九一

一内

ι~
\

ト
/

一

¥

;
 

/
眠
、
一
〆

4
y長
一

』
司
会
墨
色
y

口
応
募
資
格

①
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
(
中
学
生
以
下
)

①
一
般
部
門
(
プ
ロ
漫
画
家
は

口
応
募
作
品

テ
ー
マ
「
ペ
ッ
ト
」

ー
コ

マ
か
ら
4

コ
マ
ま
で
の
未

発
表
の
作
品
に
限
る

口
作
品
の
サ
イ
ズ

A
3

判
1

B
5

判
の
ケ
ン
ト
紙

ま
た
は
画
用
紙
で
縦
横
は
自
由

口
応
募
期
間

平
成
9

年
9

月
刊
日
ま
で

口
賞大優

秀
賞

ジ
ュ
ニ
ア
I

点
ー

占
い

2
0

万
円

，霊会

E三t

l 

5
0

万
円

2
0

万
円

審
ジ査
ユ員
ニ特般
ア別

1 1 賞
占占

1

0

万
円

刊文

1

0

万
円

佳
作ジ

ュ
ニ
ア

5

占
…

5

万
円

ン

lレ

|般
賞

R
U
上
口
…

5

万
円

日
歳
以
上
叩
点

-

万
円

口
〒応
7 募

6 問

。合
2 わ
岡 せ
山先
県
)11 
上

郡
川
上
町
大
字
地
頭
1

8

1

9

の
1

川
上
町
役
場
「
吉
備
川
上

漫
町
グ
ラ
ン
プ
リ
」
係
(
2
0

8
6
6

・

4
8

・
2
2
0
0

)

口

i g 開人
午 i 品設権
百 (月 ) ~目
H7 E火
千 戸片

z uj 

口
相
談
場
所

中
央
公
民
館



イプブ才メ/ジョブ

口
相
談
内
容

差
別
や
い

や
が
ら
せ
、
家
庭

問
題
や
隣
近
所
と
の
も
め
ご

と
、
い
じ
め
の
相
談
な
ど

口
相
談
担
当
者

川
内
町
の
人
権
擁
護
委
員

(相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

)

口 ・園田国国

立交無
E 塑料

日 故
有 本目
之 百尖

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
9

時
半
1

午
後
4

時
ω
分

口
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町
l

の
3

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

;ノ

ヲ

口
電
話
相
談

E
9
4
5

・
2
3
3
5

(
直通
)

口
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
午
後

1

時
1
4

時

(
予
約
制
・
相
談
無
料
)

圃
い
じ
め

圃
相
談
室

口
相
談
日
時

毎
週
水

・

金
曜
日

5

土
寸
O

ネ
J
1

7

土
寸

'

i
n
H

つ
)

正
ノ

τ

i

n
n

• 
な
や
み

口
相
談
場
所

中
央
公
民
館

2 
階

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話2

9
6
6

・
6

1

5
0

有
~~泉

ph
U
ハ
U
1
i

ハ
U

(
無
料
・

秘
密
厳
守

)

園
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

園
吃
時
間
電
話
相
談

口
相
談
内
容

女
性
差
別
・
家
庭
問
題
等
女
性

の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
杭
討

口口
電 平 日
話 成 時
番 9
号 午年
今前 7
(, 9 月
{時 17
ダ j 日
ィ ff (木)
ャ fメ
jレ y
) 時

ハ
U
1
i

つ
中
ハ
U

・

ハ
U
円
ノU
「
J

・

に
d
民
υ
ハ
U

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法

務
局
職
員

口
主
催

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

園
松
山
地
方
法
務
局

園
か
ら
の
お
知
ら
せ

松
山
地
方
法
務
局

川
内
出
張
所

は
、
明
治
引
年
6

月
に
松
山
区
裁

判
所
川
上
出
張
所
と
し
て

川
内
町

に
開
設
さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
、

地
元
の
皆
様
の
登
記
所
と
し
て
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、

平
成
9

年
叩
月
日

局 日
砥 ( 月 )
部 付
出 け
張 で
所 下
に 記
統 松
合 山
さ 地
れ 方
る 法
こ 務

と
と
な
り
ま
し
た

。

こ
れ
ま
で

川

内
出
張
所
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て

い
た
登
記
事
務
は
、
同
日
か
ら
砥

部
出
張
所
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
皆
様
方
の
ご
協

力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
統
合
に
伴
う
事
務
処
理

等
に
関
し
て
、
分
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
松
山
地
方
法
務

局
川
内
出
張
所

(E
9
6
6

・
2

0
2
9

)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

干
7
9
1

・
2
1

伊
予
郡
砥
部
町

原
町
1
7
1
番
地
1

松
山
地
方
法
務
局
砥
部
出
張
所

.有線放送電話加入者異動のお知らせ ( 5 月中 ) .
口名義変更 口脱退

:):1ニ内中 I:I-~:I一正典 3013 WI¥ 青野靖則 2095

(-[:I- j4二点l 務より) 手日日:I :;!L 和11 里子 五Ir市 3153 

口移 転 下古1'11 渡部要li.1t 5203 

井内中 八木石松 3016 三 11[1 屋 i度部武雄 2835

(天神よ り 移転旧3299) 斉院之木 三宅 勉 3673

口休止 北八11'書 東予産業 3788

市場 渡部 進 5807 (松下寿内)

森 渡部政雄 3780

.71月ごみの収集日・ 清掃M一 zp-3市
1 . もえるごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷西谷 7 月 21 日 ( 月 ) を

月 木 土谷 ・ 4J川 ・ IJ!!:松瀬川 7 月 22 日 (火) に収集
m 天神 (山田団地を|徐< ) 

遇
火金 :1ヒブJ 変更なし

南方

水-土 前松瀬川山田団地徽灘団地

!日]筋 (天引l' を除く )

2. もえないごみ ・ 粗大ごみ

収集地域 ガラス空ビン類 空き缶等金物類 粗 大ごみ

東省・西谷

土谷 ・ 滑川 ・奥松瀬川 7 H 1 4 日 (月) 7 月 28 日 (月) 7 月 J LJ 日 ( 月 )

天神(山田団地を除<)

北方
HJ 8 日 (火 )

7 月 29 日 (火)
7 月 15 日 (火)

南方 1~5 火曜日1:想)

町筋(天神を除く )

前松瀬川 7 月 9 EI (水) 7 月 23 日 (水) 7 fJ 16 EI (水)

山田団地-検灘団地



イプブ才メ/ジョブ

口とき 7 月 23 日 (水 )

午後 l 時30分間場

午後 2 時00分間演

午後 3 時 15分終演

中央公民館大ホール

人形劇団プーク

①三びきのやぎのがらがらどん

② ぼちぼちいこか

300名

口 ところ

口演者

口演 目

口定員

口問い合わせ先

川内町教育委員会

fi966-4721 ( 有 ) 5911 

第
制
回

愛
媛
夏
季
大
学

口 日 時

口場所

口講 師

口演題

口入場料

(講師プロフイール)

昭和 15年 7 月 8 日 清水に生る

H百和30年 4 月

l昭和]38年 3 月

昭和54年

7 月 24 日 (木)

午後 8 時~
中央公民館大ホール

森清範氏

(京都-清水寺貫主)

「心に花を咲かそう」

400円

(教育委員会 ・ 婦人会・文化

協会で取 り 扱っております)

清水寺貰主大西良慶和上のもと得度 入寺

花園大学卒業、真福寺住職

清水寺法務部長 泰産寺住職

昭和63年 4 月 清水寺貰主 北法相宗管長就任

全国清水寺ネットワ ーク 会議代表、中国人民大学法学院客員教授、

日朝友好仏教協会副会長 、 京都 日朝学術文化交流協会副会長

〈著書〉

「心を活かすJ r心に花を l咲かそう J など

口 日 時

口場所

口出演者

口曲 目

サマーコンサー卜

7 月 20 日 ( 1ヨ)午後 711寺 ~

中央公民館大ホール

川内中学校吹奏楽部

川 内町内の吹奏楽愛好者

「旅人よ J I名もなき詩」
「美女と 野獣J から

藤子不二雄アニメメドレー

「くるみ割り 人形j よ り 他



イプブヌrメ/ジョブ

口日時

口場所

口内容

松山

矯正展
(刑務所作業製品展示即売会)

7 月 26 日 (土 ) .27 日 ( 日 )

午前 9 時~午後 2 時
松山刑務所 (fi964-3355) 

重信町大字見奈良1243-2

①矯正展コーナー

パネル ・ ビデオや書 ・絵回 ・ 作文

等の展示など

②即売会コーナー

木工家具、将棋盤、碁盤、縁台、

藤製品、革製品、漆器類、 l味噌 、

醤油 、 その他日用品 、 装飾品等小

物類多数。

8 月 2 日 (土 ) 9 時 ~ 12時

中予水産試験場

最初に水産業や水産試験研究

について勉強し、その後、魚

類種苗生産部門 と海洋調査部

門に分かれて体験学習する 。

①魚類種苗生産部門 (10名募集)
オニオコゼなど魚、介類の種苗

生産を体験学習する 。

②海洋調査部門 (10名募集)
調査船 「ゆり j に乗船し、。|

予市沖合いで観測調査する 。

官製ハガキに住所、氏名 、 年

齢、職業 、 性別、電話番号、

希望する部門を記入のうえ、

中予水産試験場へ申し込んで

ください。

口申込締切 7 月 26 日

口問い合わせ申込先

〒 799 -31伊予市森12 1 の 3

中予水産試験場fi983-5378

日
場
内

口
口
口

口応募方法

水産試験場
体験学習

時

戸万
円相

谷

熟年農業講座

口内
ぜコ

台 ①米づくりコース

( 7 ・ 8 .10 ・ 1 2月の年 4 回 )

②露地野菜づくりコース

( 7 ・ 8 ・ 12 ・ 2 月 の年 4 回 )

無料

7 月 4 日まで

〒 790 松山市北持田 132

松 111 中央地域農業改良普及センタ

fi931-5990 

口受講料

口申込締切

口申込 み

問い合わせ先

気ふれあい

星空観察教室
日

場
内

口
口
口

時
所
容

8 月 2 日 (土 ) 午後 6 時 (現地集合)

久万高原天体観測館

星空間察入門と大気保全についての学習と 実際

の星空間察

小 ・ 中学生 (保護者同伴に限る )

100 名

※参加者多数の場合は抽選

7 月 11 日 (金) まで

?l\ri ~i!I 

参加申込みは、家族単位で行うこと 。

参加家族全員の氏名 (ふりがな ) 、 年齢、性別、

住所 、 電話番号を記載した往復ハガキで申し込

んでくださし、。

口問い合わせ申込先

口募集人員

口申込締切

口参加費

口申込方法

干 790-70 松山市一番 IIIT 4 丁目 4 の 2

県庁環境保全謀 (fi94 1 -2111、内線2443 )

』低匂 8 月 23 日(土)予定

河夏まつ"が
やってくる!

ミU〆
主催:夏祭実行委員会

a画‘



健康センターか5

-健康センター fi966・2191 有線5833

E措略国語民票?J

0 1 歳 6 カ月児健診

日時 7 月 24 日 (木)

受付 午後 l 時~ 2 11寺

場所 (建康センタ - 21~皆

対象児 平成 7 年11 月 ~平成 8 年

1 月 生 まれの幼児

内容 身体調1]定 、 貧血検査、 小児

科診察、 歯科診察 、 保健指

導 (栄養歯科)

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0も ぐ も ぐ教室 (離乳食講習)

日 時 7 月 31 日 (木)

受付 午前 91時30分~
場所 健康センター 2 階

対象者 平成 9 年 2 月 ~ 4 月生ま

れの乳児と母親

内 容 「離乳食の進め方につい

て」

栄養士の話と調理実習

身体測定、 発達チ ェ ック

持参品 田子健康手帳、 エプロ ン

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日 午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階

持参品 母子健康手帳

内容 身体測定、育児相談

Ei3~混EヨE重

0子育て広場 (第 3 回目 )

* 4 ・ 5 月 号でお知らせした日
時 ・ ;場所を下記のとおり変更し

ました。

日 時 7 月 26 日 (土 )
受付 : 9 U寺30分~ 10時

場所 川内保育園砂場

対象児 入園前の乳幼児とその

母親 (原則 として )

内容 プール遊び

砂遊び

持参品 タオル、 着替え

EJ司言語軍司
『し、きいき健康講座J

「中高年女性の婦人科疾患について」

日時 7 月 25日(金)

午後 l 時30分~ 3 時

場所 健康セ ンタ ー 2 1暗

集団指導室

講師 愛大産婦人科

北川 博之先生

EU司~~i~屑週
『健康相談 ・ 栄養相談j

血圧測定、 尿検査を行っ ています。

健康に関することはお気軽にご相談

下 さい。

日時 毎週水曜 日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ ー l 階

運動指導室

日 日寺 対象児と注意事項

7 月 11 日 (金) 6 カ J=] ~ 7 歳 6 カ 月 の者。

日本脳炎 30 日 (水) * 標準的には 、 3 歳で 2 回、 4 歳で l 回の合計 3
午後 211寺 ~ 3 時

回 を受ける必要があり ま す。

7 月 22 日 (火 )
3 カ 月 ~ 7 歳 6 カ月の者。

三種混合
午後 2 時~ 3 時

* 百 日 ぜきにかかっ た こ とのある方は二種混合 (ジ

フテリア ・ 破傷風) を受付で申し出て受けて下さ い。

7 月 24 日 (木 )
l 歳~ 7 歳 6 カ月の者。

麻 疹
午後 3 時~3 時30分

*MMR (風疹 ・ 麻疹 ・ おたふくかぜ) を 、 受け

ている方は 、 受ける必要ありません。

。場 所健康セ ンタ ー 2 階 。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体温計

a踊‘

『こころの健康相談J

精神的に不安定だっ たり、お年寄りの痴
呆等の相談をお受けしています。

日時 7 月 25 日 (金)
午前 9 : 30 ~ 12: 00 

場所 健康セ ンタ ー 及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、 事前に保健婦 ま でご連絡下さい。

.，1，国:u.-

理学療法士による機能回復の訓練を行 っ て

います。

日時 毎週水曜日午後 l 時~ 3 時

場所 ガ リ ラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦 ま でご連絡下さい。

E四
日時

場所

7 月 24 日 (木)
午前 9 : 30~午後 4 : 00 
松下寿 (株) ........... 

-.  j抽~löJ

z"'.m; .... ~司1f=.11咽''';[i車道室町田置ßII
日時
場所
持参品

4耳-週月 曜 日 午前 8 時30分~ 101l寺
健康センタ ー
印鑑、登録をしている犬は鑑札
狂犬病予防注射済票

E.~[IJ~'f;ヨ~
(診療時間] :午前 8 時30分~午後 51時30分)

日 当番医 住所 電話

6 日
宮内医院

松山市 975 
( 日曜日 ) 北梅本mT -0091 

13 日
泉内 科

)1 1 内 IUT 966 
( 日曜日 ) 南方 2226 

20 日 西 本 重信町 964 
(海の日 ) 整形外科 田 窪 -1611 

21 日 国立療養所 重信町 964 
(振替休日 ) 愛 媛 病院 横河原 一24 11

27 日 愛援十全医産学院 川内町 966 
( 日曜日 ) 付属病院 南方 -5011 

24時間体制
川内町在宅介護支援セ ンター
ft966-6250 
お気軽にご相談くださし 1 。



Photo 

表紙の写真

6 月 14 日、 青年農業者協議会が農業経験

I のな い (少な い) 女性の方に農業を体験 して

も らお うと、滑川でお田植え祭を 開催しま

し た。 地元滑川の方など飛び入り 参加の方

も 加わり 、 楽 しい田植え と なり ま した。

町の動き
( 6 月 1 EI 現在)

3，657戸(+ 4 戸)

10，989人 (+12人 )

5，215人(+ 7 人)

5，774人(+ 5 人)

口

世帯数

男

女

人

戸籍の窓
( 5 月 受付分 ・ 敬称略)

宝
泉
川
今
昔

昭
和
五
十
四
年
頃

、

宝
泉
川
が
決
壊
し
、

え
ぐ

ら
れ
た

河
岸
に
畳
を
投
入
す
る
な
ど
の
水

防
活
動

を
行
っ
て
い
る
写
真
で
す
。

今
は
、
こ

の
宝
泉
川
も
上
流
ま
で
護
岸
工
事
が

施
さ
れ

、
水
害
の
心
配
は
滅
り
ま
し
た
が

、

今
で

も
大
雨
が
降
る
と

、

あ
ち
ら

こ

ち
ら
で
決
壊
し

、

消
防
団

(水
防
団
)
を
悩
ま
せ
て
い
た

“

暴
れ
ん
坊

の
宝
泉
川
"
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

な

つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
1

役
場
総
務
課
広
報
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

カお誕生おめで と う ご ざいま す

住所 保 護 者 名前 生年月 日
とも ペi

高木 石川 俊三 智 也 4.28 

」ニ 砂 門田泰治
:;じ"

5. 1 
I.r・ー

永野 宮内 昇 一 期 5. 5 
f, .r , 

|的里 高橋宏一 一 締 5. 6 

.' 東仁1:lj・3 首 f'i:部節美 花 菜 5.13 

茶堂 村上広幸 り の 5.14 
しゅ じ

森 中島信博 f府志 5. 8 
111'; 

板戸 大西真蔵 I忠子 5.20 

(臨書
最
近

、

三
恵
ホ
l

ム
を
よ
く

取
材
に
い
き
ま
す

。

“

ふ
じ
ま
つ

り
"
や
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
の
方
の

来
訪
な
ど
、
大
勢
の
方
が

三
恵

ホ
l

ム
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

ま

た
、

=
一
恵
ホ
l

ム

の
入
所

者
も
保
育
園
や
学

校
な
ど
と
の

交
流

、

施
設
見
学
な
ど
で

地
域

に
で
か
け
る

こ

と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
す
が

、

「
施
設
」

と
い
う
垣
根
が
低
く
な
っ
て
き

て
い
る

よ

う
で
す
。

女ごめい福をお祈り いた し ま す

住所 氏 名 年齢 死亡の日 世帯主

西古市 松本良一 59 5. 3 松本 ハlレ子

力リラヤ荘 松岡石男 87 5. 4 松岡石男

i刊 川 下 曽我部サチ子 45 5.15 曽我部 -t.lt 

凶中村 里子 9] ヒサノ 78 5.29 野中古jî: lili

a画弘

編集/川内町総務課

〒 791-03 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TLE (089) 966-2222 有線2111

印刷/岡田印刷
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上
海
上
か
ら
猪
之
窪
、

が
残
っ
て
い
ま
す
。

か
す
み
堤
は
、
土
手
の
内
側
に
二
重
三
重
と
重
な
っ
て
い
る
堤
(
つ

つ
み
)
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
松
山
城
主
加
藤
嘉
明
(

一
五
六

一
一
一
1

一
六
三
一
)
の
重
臣
、
足
立
重
信
(

一
五
六
三
1

一
六
二
五
)

が
治
水
・
新
田
開
発
の
た
め
、
伊
予
川
(
の
ち
、
重
信
川
)
を
改
修

し
た
時
の
も
の
と
推
測
さ
れ
、

重
信
川
の
緑
化
セ
ン
タ
ー
前
や

川
内
町
の
こ
の
地
域
に
そ
の
な
ご

り
が
残
っ
て
い
ま
す
。

西
古
市
の
重
信
川
沿
い
に
、

か
す
み
堤

か
す
み
堤

上
海
上
の
か
す
み
堤
の
近
く
に
は
、
水
の
神
(
高
霊
神
)
な
ど

を
杷
る
三
島
神
社
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に
は
元
和
二
年
(
一
六
一
六
)

の
建
立
の
常
夜
灯
が
あ
り
ま
す
。

愛
媛
県
下
で
最
も
古
い
と
い
わ

れ
る
常
夜
灯
の
建
立
時
期
と
、
足
立
重
信
が
重
信
川
を
改
修
し

た
時
期
と
が
重
な
っ
て
い
る
点
に
興
味
を
引
か
れ
ま
す

。

今
で
は
、
重
信
川
が
決
壊
す
る
よ
う
な
大
水
害
は
、
護
岸
の

改
修
な
ど
に
よ
り
、
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、

か
す
み
堤
な
ど
重
信
川
の
治
水
の
歴
史
を
物
語
る
も
の

(と
同
時

に
重
信
川
の
風
情
が
残
る
も
の
)
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。


